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防災フェアなかの２０２５の実施結果について 

 

 

１ 結果概要 

日時：令和７年８月３１日（日）９時３０分から１３時まで 

場所：中野区役所１階ソトニワ・ナカノバ等 

従事者数：１７団体１９８人（防災リーダー１５人、外国人リーダー８人を含む） 

来場者数：１，３４８人 ※一昨年度（令和５年度）は７７０人 

 

２ 参加団体 

  中野・野方消防署、中野・野方警察署、陸上自衛隊、清掃事務所、 

トヨタモビリティ東京株式会社、窪田理美容専門学校、NTT東日本、 

日本公衆電話会、日本 RV協会、日本非常食推進機構、織田調理師専門学校、 

大塚製薬株式会社、水道局中野営業所、総務省関東総合通信局、 

東京都葛飾福祉工場 

 

３ アンケート結果（別添のとおり） 

・来場者は３０〜４０代が中心であり、子どもを同伴した子育て世代の参加が多 

く見られた。 

・満足度に関する設問では、９６％が肯定的な評価（「非常に満足」「やや満足」）

を示しており、イベントの内容に対する評価は概ね良好であった。 

・一方で、猛暑下での開催に対する懸念や、開催時期の見直しを求める声が一定数

確認された。 

 

４ 今後の予定 

 ⑴ 来場者の満足度が高く、防災意識の向上に資する事業であることから、来年度 

の実施も検討する。 

 ⑵ 暑い時期を避けるべきとの意見が多く寄せられており、安全確保の観点から、 

実施時期または実施場所の見直しを進める。 

 

 

 

  



５ 当日の様子 

 

【受付】                【スケルトン車展示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

【はたらく車展示（警察）】        【はたらく車展示（自衛隊）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

【バッテリーカー体験】          【感震ブレーカー使用体験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

【資機材操作体験（避難所）】       【資機材操作体験（木材切断）】 

 

  



別添 

 

防災フェアなかの２０２５アンケート結果 

 回答数：２６９人 

１ あなたの年齢を教えてください。 

  

２ あなたの性別を教えてください。 

  
 

３ 子ども同伴での参加ですか？ 

  

 

5人（２％）
4人（１％）

135人（５０％）80人（３０％）

22人（８％）

18人（７％） 5人（２％）

19歳以下

20歳~29歳

30歳~39歳

40歳~49歳

50歳~59歳

60歳~69歳

70歳以上

98人（３６％）

169人（６３％）

2人（１％）

男性 女性 回答しない

227人（８４％）

42人（１６％）

はい いいえ



４ 「防災フェアなかの２０２５」に参加した満足度を教えてください。 

  

５ 「防災フェアなかの２０２５」を知ったきっかけを教えてください。（複数回答） 

  

６ 「防災フェアなかの」の実施時期について、ご意見をお聞かせください。 

  

   

169人（６３％）

88人（３３％）

8人（３％） 4人（１％）

非常に満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

114人

90人

53人

30人

10人

28人

16人
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回覧板

当日近くを通ったため

101人（３８％）

35人（１３％）

102人（３８％）

28人（１０％）
3人（１％）

同時期（８月下旬～９月上旬） １月中旬 ５～６月 その他 未回答



 

アンケート自由記述結果（概要） 

 

 

１ 全体傾向の要約 

・ 参加者からは、イベント内容や運営に対して肯定的な意見が多く寄せられた。 

・ 一方で、開催時期や運営方法に関する改善要望も一定数見受けられた。 

 

２ 意見の分類 

（１）ポジティブな意見 

・ 「初めての体験ができ、学びが多かった」「スタッフが親切で参加しやすかった」「子どもが楽

しめた」など、イベントの内容や運営に対する高い評価が多く寄せられた。 

・ 家族連れや子どもを対象とした企画が好評であり、防災について楽しく学べる機会となったと

の意見が目立った。 

 

（２）ネガティブな意見 

・ 「暑さが厳しかった」「混雑していた」「炎天下での実施が負担となった」など、主に気候や会

場環境に関する指摘があった。 

・ 一部プログラムの所要時間や運営方法について、改善を求める声も見受けられた。 

 

（３）参加者からの主な要望 

・ 「開催時期を涼しい季節に変更してほしい」「熱中症対策の展示や体験を充実させてほしい」

「案内や展示内容の工夫を希望する」など、今後の運営に関する具体的な要望が複数寄せられた。 

・ 防災井戸の使い方展示など、体験型プログラムの拡充を求める意見もあった。 

 

３ まとめ・傾向 

・ 本イベントは、子どもや家族連れが防災について楽しく学べる機会として高く評価された。 

・ スタッフや運営に対する感謝の声も多く寄せられた。 

・ 一方で、「暑さ」や「開催時期」に関する要望が目立ち、今後は安全確保の観点から開催時期や会

場環境の見直し、熱中症対策の強化等が課題である。 

・ また、展示や体験内容のさらなる充実、案内の分かりやすさ向上についても要望が挙がっている。 

 

 

 


